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学	 位	 論	 文	 題	 名 
 

Taxonomic and molecular phylogenetic studies of the genus Colpomenia (Scytosiphonaceae, 
Phaeophyceae) 

（褐藻フクロノリ属（カヤモノリ科）の分類学的および分子系統学的研究） 
 
 

博士学位論文審査等の結果について（報告） 
 
	 褐藻カヤモノリ科（Scytosiphonaceae）のフクロノリ属（Colpomenia）は，5〜30 cmまでの袋状
の藻体を持ち，本研究が行われる前は，世界で 9種が認められ，日本から 3種が報告されていた。
本学位論文では，フクロノリ属について，主に日本産の材料について，形態観察，培養観察およ

びDNA塩基配列の決定を行い，分類学的および分子系統学的研究を行った。分子系統解析では，
葉緑体の rbcL 遺伝子および psaA 遺伝子，ミトコンドリアの COI 遺伝子をマーカーとして用い
た。第 1章では，フクロノリ属の分類学的歴史および各種について述べ，第 2章ではフクロノリ
属の新種について，第 3章，第 4章では，分子系統解析および種境界解析についてそれぞれ述べ
た。 
	 研究の結果，北海道厚岸および極東ロシアのマガダンから採集された標本が，形態的にも分子

系統学的にも，他のフクロノリ属の種と異なることが明らかとなり，新種Colpomenia boreaを提
案した。分子系統解析において，フクロノリ属のタイプ種である C. sinuosa の系統と，フクロノ
リ属 4種（C. borea，C. peregrina，C. expansa，C. claytoniae）を含む系統が多系統となることが強
く支持され，フクロノリ属が多系統であることが示された。このことから，フクロノリ属 4種を
含む系統には新属の名を与えるべきと考えた。また，C. sinuosaとC. claytoniaeでは，種内のDNA
塩基配列の相違度が大きく，種内に複数のクレードが形成され，それぞれ種内に複数種の存在の

可能性が示された。そのため，COI遺伝子の塩基配列データに基づく 4つの種境界解析法を用い
て，フクロノリ属の種を解析した。その結果，解析法により示された種数は異なったが，C. sinuosa
は少なくとも 2種を含むと考えられた。日本のフクロノリ属の種は，形態が類似していることか
ら同定が困難な場合があったが，本研究において日本各地から採集された多くの標本を分子同定

し，日本でのフクロノリ属の種の分布状況をより明らかにした。本研究の成果は，フクロノリ属

の分類学的問題の解決に大きく貢献するものである。 
よって著者は，北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるものと認める。 

 

	


